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﹁地の塩　世の光﹂

学生の笑顔と活気が溢れた天使祭 〈2022年6月10日・11日〉

2023 年 2月 28日現在、同窓生 11,006 人
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め
ぐ
り
逢
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も
分
か
ぬ
ま
に
雲
隠
れ
に
し
夜
半
の
月
影

　

源
氏
物
語
の
作
者
紫
式
部
が
残
し
た
歌
で
、
百
人
一
首
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
よ
く
知

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
歳
を
と
っ
た
せ
い
か
こ
の
ご
ろ
よ
く
思
い
出
し
て
い
る
。
こ
の
歌

は
も
と
も
と
『
紫
式
部
集
』
の
歌
で
、
そ
れ
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
撰
録
さ
れ
、
つ
い
で
、

百
人
一
首
に
も
選
ば
れ
た
。
源
氏
を
別
に
す
れ
ば
、
紫
式
部
と
言
え
ば
こ
の
歌
が
思
い
出
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
の
大
意
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
も
の
だ
が
、
新
古
今
（
巻
十
六

雑
歌
上
一
四
九
九
）
で
は
、
詞
書
も
添
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
含
め
て
引
用
し
、
国
文

学
者
久
保
田
淳
先
生
に
よ
る
大
意
を
聞
い
て
み
よ
う
。

は
や
く
よ
り
わ
ら
は
友
達
に
侍
り
け
る
人
の
、
年
頃
経
て
行
き
逢
ひ
た
る
、
ほ
の
か
に
て
、
七

月
十
日
の
頃
、
月
に
き
ほ
ひ
て
帰
り
侍
り
け
れ
ば

め
ぐ
り
あ
い
て
見
し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ま
に
雲
隠
れ
に
し
夜
は
の
月
影

「
空
を
め
ぐ
っ
て
、
ち
ら
と
見
え
た
の
が
そ
れ
か
と
見
分
け
も
つ
か
な
い
う
ち
に
雲
に
隠
れ
て

し
ま
っ
た
夜
の
月
よ
。
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
て
見
た
の
が
幼
さ
な
な
じ
み
か
ど
う
か
、
は
っ
き

り
見
分
け
ら
れ
な
い
う
ち
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
友
よ
。」 天

使
大
学
学
長

田
　
畑
　
邦
　
治

隠
れ
た
る
人
に
学
ぶ
　
　
　

隠
れ
た
る
人
に
学
ぶ
　
　
　

　
　
　
─
─
─
─
紫
式
部
が
見
た
雲
隠
れ
─

　
　
　
─
─
─
─
紫
式
部
が
見
た
雲
隠
れ
─

　

一
瞬
の
出
会
い
と
別
離
を
、
月
と
雲
隠

れ
と
い
う
隠
喩
で
詠
ん
だ
、
こ
れ
は
と
て

も
平
易
な
和
歌
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
平

易
だ
か
ら
平
凡
な
歌
だ
と
は
言
え
な
い
。

源
氏
物
語
に
巻
名
だ
け
で
何
の
言
葉
も
な

い
「
雲
隠
」
と
い
う
巻
が
あ
る
。
主
人
公

光
源
氏
の
死
を
暗
示
し
た
も
の
の
よ
う
だ

が
、
そ
の
内
容
の
完
全
な
沈
黙
は
後
世
専

門
家
を
悩
ま
せ
た
謎
の
一
つ
だ
。
は
っ
き
り

し
て
い
る
こ
と
は
、
雲
隠
れ
と
い
う
語

が
、
た
だ
別
離
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
人
間
の
死
を
暗
示
し
て
い

る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
だ
。
古
く

は
高
貴
な
人
の
死
を
「
お
隠
れ
」
と
か

「
雲
隠
れ
」
と
表
現
し
て
深
い
追
悼
を
示
し

た
が
、
こ
れ
を
拡
大
解
釈
す
れ
ば
、
だ
れ

の
死
も
、
何
か
こ
の
世
界
か
ら
の
「
隠
れ
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
ち
ら
側
の
言
葉
で
説

明
し
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

紫
式
部
の
平
明
な
歌
が
私
た
ち
の
心
を

引
き
付
け
る
の
は
、
月
影
の
隠
れ
が
、
友

達
と
の
別
れ
と
こ
の
世
界
の
終
わ
り
の
す

べ
て
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
の
隠
れ
は
、
私
た
ち
に
見
え
な
い

世
界
へ
の
招
き
と
な
っ
て
い
る
。
亡
く
な
っ

た
先
人
は
「
無
」
に
な
っ
た
の
で
は
な

く
、
た
だ
残
さ
れ
た
者
た
ち
の
視
覚
を
越

え
て
「
隠
れ
」
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ

え
、
私
た
ち
は
隠
れ
た
る
も
の
へ
の
感
受

性
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

私
は
こ
の
小
文
を
、
本
学
で
あ
る
い
は

働
き
、
あ
る
い
は
学
び
、
今
は
お
隠
れ
に

な
っ
た
多
く
の
修
道
女
、
司
教
、
司
祭
、

卒
業
生
、
教
職
員
の
想
起
と
し
て
さ
さ
げ

た
い
。
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同
窓
生
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
就
任
し
て
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
応
じ
て
同
窓

会
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
就
任
後
初
め
て
総
会
・
代
議
員
会
を

開
催
す
る
事
が
で
き
、
さ
ら
に
昨
年
度
同

様
支
部
長
会
議
、
ク
ラ
ス
幹
事
会
の
開
催

に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
、
ク
ラ
ス
幹
事
、
支
部
長
・

連
絡
員
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も
経

済
的
に
厳
し
い
一
人
暮
ら
し
の
学
生
を
対

象
に
食
糧
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
全
国
的
に

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
、
手
洗
い
励
行
・
マ
ス

ク
着
用
な
ど
の
基
本
的
感
染
対
策
を
行
い

つ
つ
健
康
を
保
ち
な
が
ら
前
に
進
ん
で
行

か
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

《
支
部
活
動
の
強
化
・
拡
大
》

　

九
月
十
日
支
部
長
会
議
開
催
し
十
三
支

部
中
十
一
支
部
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
度
も
同
様
に
十
一
支
部
の
参
加
で
し

た
。
関
東
や
そ
の
他
の
支
部
に
お
い
て

は
、
総
会
や
集
会
は
中
止
で
し
た
が
、
後

志
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
は
支
部
集
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
の

た
め
多
く
の
人
の
集
り
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
て
お
り

ま
す
。
支
部
長
の
交
代
な
ど
も
あ
り
、
新

メ
ン
バ
ー
で
の
活
動
に
期
待
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

《
代
議
員
の
定
着
化
》

　

代
議
員
の
選
出
は
、
ク
ラ
ス
幹
事
及

び
、
ク
ラ
ス
幹
事
か
ら
の
推
薦
も
加
わ

り
、
広
く
会
員
か
ら
代
議
員
の
選
出
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
五
期
の
代

議
員
は
、
現
在
三
十
一
名
の
代
議
員
で
大

卒
代
議
員
七
名
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
来

年
度
は
、
第
六
期
の
代
議
員
選
出
時
期
で

あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
幹
事
会
で
ご
推
薦
を

い
た
だ
い
た
新
代
議
員
の
方
々
と
共
に
同

窓
会
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

《
校
友
育
成
活
動
》

　

葦
の
会
役
員
と
の
交
流
会
を
四
回
開
催

し
ま
し
た
。
天
使
祭
で
は
、
タ
キ
さ
ん
の

店
出
店
と
学
生
に
浴
衣
着
付
け
の
お
手
伝

い
、
同
窓
会
賞
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
十
二
月
の
体
育
祭
に
は
、
飲

料
水
と
ク
ラ
ス
対
抗
の
優
秀
チ
ー
ム
へ
の

賞
品
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学

生
が
閲
覧
で
き
る
Ｔ-

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
「
ぷ
ら

た
な
す
」
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
閲

覧
可
能
と
し
ま
し
た
。
昨
年
度
も
行
い
ま

し
た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
学
生
へ
の
食
糧

支
援
」
を
今
年
度
も
同
様
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。
十
二
月
開
催
の
タ
キ
さ
ん
の
店
へ

は
、
五
名
の
学
生
の
お
手
伝
い
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

《
ク
ラ
ス
幹
事
の
あ
り
方
》

　

大
卒
、
短
大
卒
の
栄
養
・
看
護
の
五
名

と
会
長
・
副
会
長
、
理
事
一
名
の
八
名
で

特
別
委
員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
委
員
会
を
二
回
開
催
し
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
幹
事
会
案
内
文
の
充
実
、
旅
費
・
日

当
・
通
信
費
な
ど
の
費
用
の
説
明
不
足
の

点
、
現
在
の
若
者
の
通
信
方
法
に
準
じ
て

は
ど
う
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

な
ど
の
ア
プ
リ
の
活
用
の
検
討
や
従
来
通

り
の
世
代
と
若
者
世
代
に
分
け
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
な
ど
、
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

《
会
則
・
細
則
の
整
備
》

　

会
則
は
十
七
年
ぶ
り
に
見
直
し
、
五
月

の
総
会
時
に
承
認
を
得
て
改
定
し
、
ク
ラ

ス
幹
事
の
皆
様
に
は
、
ク
ラ
ス
名
簿
送
付

時
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
細
則
も

併
せ
て
見
直
し
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
し

た
が
八
回
の
委
員
会
と
四
回
の
打
ち
合
わ

せ
を
も
っ
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
五
年
ご
と
に
会
則
、
細
則
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

《
そ
の
他
》

　

今
年
度
の
同
窓
会
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
急
き
ょ
中
止
・
変
更
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
や
実
施
さ
れ
た
内
容
に
つ
き
ま

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
と
在
校
生
の
皆
さ
ま

に
天
使
大
学
同
窓
会
活
動
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
知
る
こ
と
が
で
き
、
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

役
員
一
同
、
こ
の
取
り
組
み
を
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
一
歩
一

歩
を
大
切
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

同
窓
会
会
長�
�

衛
生
看
護
学
科
二
十
六
回
生

嶌
　
田
　
美
穂
子

“
一
歩
一
歩
を
大
切
に
”

“
一
歩
一
歩
を
大
切
に
”
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会　　長

福祉部委員会
・ボランティア
活動（タキさ
んの店）
・バザー

事業部委員会
・奨学金

会　　員

監　　事

副会長 副会長

理　事　会常任理事会
（理事の中か
ら会長指名）

（5名）
会長
副会長（2名）
庶務担当理事
会計担当理事

①
庶務
担当理事

②
会計
担当理事

③
広報
担当理事

④
会員組織
担当理事

⑤
研修部
担当理事

⑥
福祉部
担当理事

⑦
事業部
担当理事

庶務委員会
・庶務
・会務
・大学行事支援

会計委員会
・会計業務

広報委員会
・ぷらたなす発
行

・HPの管理

会員組織委員会
・入会案内
・会員データー
管理

研修部委員会
・研修企画

委員および支援会員

天使大学同窓会組織図

天使大学同窓会役員名簿（2020年4月～2023年3月）
役　職 卒　期 氏　　名

1 会 長
（会員組織担当理事兼務） 看26 嶌田美穂子

2 副 会 長
（研修部担当理事兼任） 栄38 真井　睦子

3 庶 務 担 当 理 事
（福祉部担当理事兼任） 栄24 池田由喜江

4 庶 務 担 当 理 事 看27
専12 中村　敦子

5 福 祉部担当理事 栄39 石川　綾子

6 会 計 担 当 理 事 看26
専11 横山　和枝

役　職 卒　期 氏　　名
7 会 計 担 当 理 事 栄26 髙野　良子

8 広 報 担 当 理 事 大看3
院看H23度修了 吉田奈美江

9 広 報 担 当 理 事 専25 澤田　優美

10 会員組織担当理事 専11 渡部美千代

11 監 事 栄28 本間　裕子

12 監 事 栄17 宮本八重子

2022 年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧2022年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧
支部名 卒　期 氏　　名

関東支部 支部長 看24 内田　雅子

関西支部 支部長 助産2専37 山本　亮子

北石狩支部 連絡担当者
看41専26 安藤　陽子

看26専12 池垣　和子

南石狩支部 支部長 栄31 関　　真澄

渡島桧山支部 支部長 看41 蛯名　千昌

十勝日高支部 支部長 専16 太田千鶴子

宗谷支部 支部長 栄10 倉　　洋子

釧路根室支部 支部長 栄22 新谷百合江

上川留萌支部 連絡担当者 看29専15 森髙　郁代

後志支部 支部長 厚20専6 川村紀美子

オホーツク支部 支部長 栄17 北中　順子

空知支部 連絡担当者 栄41 近藤　朋子

胆振支部 連絡担当者 看23 山内　陽子

（2023.3.1現在）

上川・留萌支部
看護          
栄養          

空知支部
看護         
栄養         

北石狩支部
看護         
栄養         

南石狩支部
看護         
栄養         

後志支部
看護
栄養

渡島・桧山支部
看護
栄養

胆振支部
看護
栄養

宗谷支部
看護         
栄養         

関東支部
看護
栄養

関西支部
看護         
栄養         

オホーツク支部
看護         
栄養         

釧路・根室支部
看護         
栄養         

十勝・日高支部
看護 
栄養         

81名
194名

48名
137名

1,215名
1,906名

135名
269名

42名
66名

45名
131名

64名
145名

67名
145名

42名
64名

34名
82名

6名
12名

379名
562名

56名
65名

各支部の同窓生数各支部の同窓生数
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2022 年度総会開催について2022年度総会開催について
　2022年5月14日（土）に天使大学新棟3階講義室に於いて、田畑
学長をお招きし、代議員16名、一般会員33名、役員・委員11名合計
60名の出席をえて、3年ぶりの総会を開催いたしました。さらに、
葦の会の学生4名のお手伝いの協力を得ました。田畑学長の挨拶で
は藤学園との法人統合についての説明と同窓会のモットー「知の
塩、世の光」、会報誌「ぷらたなす」の語源の説明もありました。総会終了後は、学生に新校舎案内をしていた
だきました。参加者の皆様より学生が丁寧でにこやかに接しており、大変良かったとのお言葉をいただきました。

支部長会議から支部長会議から

　嶌田会長から新型コロナの感染拡大の中、開催ができお忙しい中の出席があったことへの感謝の挨拶の後、
支部長から活動状況が話され、今年度も新型コロナの拡大の中、非常に活動困難な中これまでの経過や今後へ
の展望など報告がありました。
　協議事項として①同窓会会則の改定（細則に関して）　②同窓会旅費等規定（自動車利用に関して）　③支部
代議員選出④事業計画の中間報告がありました。
　新型コロナのみではなく、支部活動を進めるにあたり、支部長や連絡員の方々のご苦労や負担は大きい中、
来年こそは支部総会を開きたいなどの活動を希望する声が聴かれました。

2022年9月10日（土）13時00分～15時00分 天使大学 

出席者：支部長・連絡担当者11名　　　会長・副会長・理事10名

クラス幹事会からクラス幹事会から

　嶌田会長より昨年に引き続き新型コロナの感染拡大の中でも開催ができ本当によかったとの挨拶の後、協議
事項①同窓会会則改定（細則に関して）　②特別委員会（クラス幹事に関して）③事業計画中間報告　④同窓会
旅費等規定（自家用車使用に関して）の報告があり、その後代議員の選出が行われました。最後に会長より、
同窓会の要であるクラス幹事に関する特別委員会を立ち上げ、その役割を今一度検討し始めていることを再確
認し、閉会となりました。

2022年11月12日（土）13時00分～15時00分 天使大学
出席者：クラス幹事39名（栄養科12名　看護科27名）　　　
会長・副会長・理事12名
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オホーツク支部
　支部の皆様、お変わりなくお過ごしでしょうか。今年
（2022年）は、10月 29日に集いを開催致しました。前回
より3年ぶりとずいぶん時間が流れてしまいましたが、
札幌より嶌田会長が出席して下さり、また支部会員が13
名、そして6歳の保育園年長さんの女の子1名と合わせ
て15名の参加があり、初めて参加された方も5名いらっ
しゃいました。大学よりお借りしたDVD鑑賞に始まり、
自己紹介、記念写真撮影と、とても楽しく、笑い声に溢
れた時間でした。皆さんとてもお元気そうな様子でそれ
が何よりでした。「またね」と笑顔でお開きとなりました
ので、来年もまたその先もお会いすることができますよ
うにと祈るばかりです。

支部長：北中順子
連絡先：北見市北 2条西 2丁目　Tel：0157-23-4278

関東支部
　支部の皆様、お変わりございませんか？　令和5年 4
月16日（日）3年ぶりに、アルカディア市ヶ谷において
総会を開催します。支部創立50周年を記念して同窓生に
よる講演会も予定しています。是非ご出席ください。

支部長：内田雅子
連絡先：相模原市中央区横山台 1-18-6
Tel・fax：042-758-0288　携帯：090-3904-7437

関西支部
　関西支部のみなさん、お元気でいらっしゃいますか？　
この度、支部長をさせていただくことになりました助産
師の山本と申します。地理的に範囲が広く、どのように
活動していけばよいのか？と思案を巡らせております。
みなさんの温かいご意見を心よりお待ちしております。
微力ながらも皆さんのお力になれればと願いつつ活動し
てまいりますので、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

支部長：山本亮子
連絡先：guranoie@hotmail.co.jp　Tel・fax：072-845-5649

北石狩支部
　新型コロナウイルス感染症流行の波がなかなか収束し
ない中いかがお過ごしでしょうか？　2023 年度以降の
支部活動について、今年度は皆様のご意見を聞かせてい
ただき準備の時期としたいと考えております。ご協力の
程、よろしくお願いいたします。また会員の皆様くれぐ
れもご自愛ください。

支部長：安藤陽子・池垣和子
連絡先：090-3897-9532（安藤）

十勝・日高支部
　皆様お元気でしょうか。支部総会の書面会議が続く
中、同窓会が笑顔の広がるものとなるようにと、「支部便
り」は会員の方のメッセージを中心にお届けしました。
ご協力下さった皆様本当にありがとうございました。お
休み中の「男の料理教室」は、参加者の方に再開を願い
つつ、暑中見舞いでつながりを保っています。今後とも
会員の皆様には世代、立場、経験のお知恵を引き続きお
寄せいただけたら嬉しいです。お会い出来る日が来るこ
とを楽しみに待ちましょう。

支部長：太田千鶴子　連絡先：080-5588-8402

後志支部
　後志支部の皆様お元気ですか？　2022年も7月7日七
夕会7名の出席で行いました。支部総会開催につきまし
て、話し合いましたが、まだコロナも落ち着いておりま
せんので、2023年も開催しないことになりましたので、
よろしくお願いいたします。コロナが落ち着きました
ら、又皆様とお会い出来る事を楽しみにしています。

支部長：川村紀美子　連絡先：090-7513-6384

クラス幹事からのクラスメートへのメッセージ

19期：19回生のみなさま、お元気でしょうか？

　　  毎年6月1日の午前11時30分にセンチュリーロイヤルホテル札

幌のロビーに集まり、その後集まった方々で会食などして、

栄養学科栄養学科

各支部より皆様へ各支部より皆様へ

楽しいひと時を過ごしております。ご都合のつく方、是非お

集まりください。（小田嶋政子）

21期：�クラス幹事を受けることにより、同窓生の皆様にお目にかか

れる機会を得、懐かしく楽しい時間を過ごせると思っており

ましたが、コロナ禍が終息せず無念です。（石坂律子）
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8期：�クラスの皆様、お元気にお過ごしですか。クラス旅行のアル

バムを開きながら、夜と徹して語り合った時間をなつかしく

思い出しております。どうぞ生活を存分に楽しんで人生100年

時代を美しく生きていきたいものです。ご連絡をお待ちして

おります。（小原まり子）

11期：�コロナ禍での制限ある生活の中、クラスの皆様にはお元気で

いらっしゃいますか？　悲しいお知らせがあります。今年

（2022年）7月13日佐々木節子さんがお亡くなりになりまし

た。ご冥福をお祈りいたします。この度、クラスメートの山

井、後藤、原田各氏と権丈で会うことが出来ました。なつか

しい話で楽しい時を過ごしました。出札の折にはお声をかけ

てください。お会いする日を楽しみに。（後藤・権丈）

12期：�今年（2022年）も残すところ1月半となりました。テレビの

スイッチを入れると写し出される映像は憂えることばかり。

そんな中でみなさまお変わりなくお過ごしでしょうか。令和

に改められて早4年。砂が滑り落ちるように時はながれ、来

る年（2023年令和5年）は、私たちの7回目の兎年ですね。あ

ちこち順調に歳を取りました。（笑い）うさぎのようにピョ

ンピョン飛躍の年に……とは念じていますが、中々思い通り

にはいきません。せめて残された人間力、今できることをへ

らさないように一日一日を大切にお過ごしください。そし

て、卯れしい事がたくさん皆様のお許に！＊身辺にお変わり

になったことがありましたら、ご一報ください。

　　  令和4年11月17日（坂本浩子・澤田園江）

14期：�新型コロナの終息も見えずの日々を過ごしてますが、皆様い

かがお過ごしでしょうか。今回も又訃報のお知らせをしなけ

ればなりません。高橋柾子さんが、令和4年3月26日に、シス

ター段坂廣子さんが、令和4年9月8日に亡くなりました。哀

しいお知らせばかりですが、皆様くれぐれもお体に気を付け

てお過ごしくださいませ。

皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。今年（令和4年）

は、マーちゃん、ダンちゃんとお二人が帰天され、寂しいか

ぎりですが、心の中では何時でも会う事ができると思う事で

少し慰められるように気がします。まだまだ自粛生活が続く

のだろうと思われますが、なるべく前を向いて春を迎えたい

ですね。（若井・石橋）

16期：�皆様如何お過ごしでしょうか。「コロナ」がこんなに長く続

くとは……外にでるのは、主に病院受診と歯科受診です。80

歳までにもう一度クラス会のご案内が出来れば……と思って

いたのですが、その意欲もなく過ごしております。皆様の方

で、何かご要望がございましたら是非お知らせお待ちしてい

ます。ご健康をお祈りしてます。（大地満代）

19期：�皆様お変わりなくおすごしでしょうか。コロナもなかなか終

わりが見えず直接お会いすることもできず、時間のみが過ぎ

ています。守田（旧岩垣）さんの転居先がわかりません。情

報をお持ちの方は、佐藤（090-7649-9886）青山（090-9753-

厚生科・看護科厚生科・看護科
3・4期：�2022年4月29日に3期生2名、4期生2名計4名で、椿ホテルで

小さなクラス会を持ちました。その日の写真を添付しま

す。話題は、ウクライナの情勢、知床観光船の遭難など、

最後は、己の健康、死後のお墓の扱いなど時間が足りない

ほどでした。3・4期の方々とは、なかなか連絡が取れず、

電話をかけても通じず、道内居られるはずと思いつつも、

この「ぷらたなす58号」を読まれた方は是非、ご一報くだ

さるよう願っております。近況をお知らせください。住所

060-0055　札幌市中央区南5条東3丁目11-1札幌ビオス館615

号（渡辺溢子）

23期：�昭和48年卒業の23期生へ　昨年に古希のクラス会を計画して

いましたが、8月の幹事会で無期延期としました。残念で

す。昭和時代とは違い、世界情勢、地球の自然、経済も激動

の変換期を迎えているのですね。晴れ晴れとした気持ちで皆

で再会出来たらと幹事一同思っています。そんな日を楽しみ

にご自愛ください。（清水尚子、中野良子、岩崎雅子）

大学2�期：お久しぶりです。今年度クラス幹事を担当させていただ

いている河原﨑（佐藤）龍二です。卒業後札幌や函館で勤務

を3年程度してから、早14年も関東・東海に異動となり北海

道の地を時折思い出しながらも日々生活しております。何も

わからず多くのクラスメートに打ち解けるまで時間がかかっ

た1年目、レポート・講義・サークル・アルバイトに明け暮

れた2年目、実習と進路を考え、後輩との関係も大事にしつ

つ過ごした3年目、就職活動・国家試験と大きなイベントを

同時進行で行い、クラスメートと助け合い励まし合った4年

目。どれも今思い出すと忘れ難い思い出です。時間が経って

も、いくら距離が離れて疎遠になってもあの頃の思い出は今

も自分の栄養士の軸を作ってくれて、とても良い仲間に恵ま

れて過ごせた4年間だったと自負しています。同窓会には毎

度の事出席できませんが、同業者や同じ栄養士として今でも

悩みは尽きないと思うので、これを機会に連絡を取り合えれ

ばと思います。コロナ禍で大変な昨今、仕事も生活も心も疲

弊し休む間もないと思いますが、こんな時こそクラスメート

との親睦や連絡が取れ、日々の生活に潤いが訪れる事を願い

ます。それでは皆様、お身体ご自愛くださいませ。

　　 （河原﨑龍二）
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3568）まで、お知らせいただけるとうれしいです。また、皆

様の近況もお知らせいただけるとうれしいです。何かの形で

クラスメートに発信していきたいと考えています。よろしく

お願いいたします。（佐藤昇子・青山妙子）

20期：�厚生科20回生の皆様お元気でお過ごしでしょうか。未だにコ

ロナ禍が続いていますが、いつか又、皆様にお会い出来る日

を楽しみにしております。（川村紀美子）

21期：�皆様いかがお過ごしでしょうか。コロナ禍にあって、これま

でにない経験を沢山されておられることと思います。クラス

会は2019年6月以降開催できずにおりますが、安心してお会

い出来る「時」を、希望を持って待ちたいと思います。コロ

ナ禍から抜け出した暁には積もる話を分かちあいましょう。

（前田明子）

23期：�23回生の皆様お元気でお過ごしでしょうか。ご連絡できてい

ない方へ残念なお知らせです。長年闘病されていた酒井（佐

藤）雅子さんと杉山（米本）優子さんの訃報がありました。

コロナがなかなか収束しませんが、今年こそクラス会を開き

たいと考えています。楽しくおしゃべりしたいので1泊で計

画中です。お身体大切に是非集まりましょう。

　　 （山崎明子・丸山美恵子）

24期：�来年こそは、クラス会を実施するぞ！！　早目に日程だけ連

絡しますので、必ず都合を付けてきてくださいね。PS：会場

は後程連絡しますからね。（宮原美恵・亀田和香美）

25期：�なかなか収束しない、コロナ禍で皆様古希を迎えましたね。

心も身体も健やかにクラス会をできる日が早く来ることを

願っております。（和田悦子）

27期：�今年もコロナでクラス会が出来ずにいる中、嬉しいニュース

が入ってきました。同期の中村敦子さんが瑞宝単光章を受章

されました。栄えある叙勲を心からお祝い申し上げます。来

年こそはみんなでお祝いしたいです。それまで皆さんお元気

でお過ごしください。（小野友美）

30期：�30期の皆様へコロナが落ち着いたらクラス会を……と考えて

いましたが、なかなか実現できぬまま今日に至っておりま

す。今年は高齢者への仲間入り？　介護保険証が届き実感し

ました。（笑）健康第一で、御飯たくさん食べて体を動かし

笑顔で乗り切りましょう！　住所、連絡先変更時は一報お願

いします。（工藤久美子）

31期：�皆様お変わりありませんか。コロナ禍で昨年予定していたク

ラス会は延期になりましたが再会できる日を楽しみに頑張り

ましょうね。（大賀浩子）

36期：�皆様健やかにお過ごしでしょうか？　世の中も様々な面で移

り変わり、生きづらい事もあるでしょうが……自分らしく穏

やかにあせる事なくゆっくりゆっくり過ごしましょうね。そ

うして、又笑顔で会える日絶対きますように。（山本麻子）

53期：�2002（H14）年卒のみんな、元気でやっていますか？　コロ

助産・専攻科助産・専攻科

12期：�専攻科12期、名ばかり幹事の森田です。父の介護をしなが

ら、桶谷式母乳育児相談室続けています。久野真澄さんの

住所変更ありました。同窓会への変更届の作業だけはして

おります。皆様近況に変化、変更あった場合、森田までお

知らせください。山本歌子さんの住所ご存知の方いらっ

しゃいましたらお知らせください。（森田加恵子）

13期：�卒業して45年が経とうとしています。山あり谷あり、悲喜

交交、色々な事がありました。今年はクラス会出来たら

「いいなぁ」と考えています。

21期：�そろそろ第2の生活を考えていく年頃になってきましたね。

新しい事にチャレンジするのは楽しい事だ！と思える様な生

き方をしてみたいものです。（山本麻子）

28期：�なかなか終息しないコロナ禍の中、働いている人もそうでな

い人も、それぞれの持ち場で頑張っていますね！　わがクラ

スの「なでしこ」LINEでは、お互いのそんな近況を交換し

あってりもしています。ご参加まだの方、参加募集中で

す！！！　早く早く、集まってLINEでは、しきれないつも

る話を思いっきりおしゃべりしたい今日この頃です。その日

まで、引き続き頑張っていこう♡

院2期：�院2期のみなさん、ご無沙汰しています。お元気ですか？　

キクです。この度、ご縁がありクラス幹事を務めることに

なりました。みんなが全国で活躍していることなど、是

非、近況を知らせてほしいです！　そして、情報交換でき

る場など、作っていけたらいいなと思っていますので、ど

うかご協力くださいね。

　　　 rh6himawari15@i.softbank.jp（山本亮子）

ナが落ち着いたら、クラス会開催を！とあきらめずに考えて

います。現在の住所や連絡先の登録がない方が10人以上いま

す。クラスメート同士で交流ある方は、同窓会へ連絡先登録

しているか声かけしてくれると助かります。自分の老化、子

どもの事、親の事、気になることばかりの毎日ですが、何と

かなると信じて日々乗り切りましょう。（山田有希）

大学1�0期：皆さんお元気ですか。コロナが落ち着いたら同窓会した

いですね。お体にお気をつけて、お過ごし下さい。

　　 （川口藍菜（旧姓：渡邊））

大学1�9期：19期生の皆さん、お久しぶりです。卒業してからあっと

いう間に9か月という時間が過ぎました。今思えば短くも長

く、大変な日々だったように感じます。本当にお疲れ様でし

た。人生の先輩である同窓会の皆さんとともに、これからも

少しずつ課題を乗り越えて行けたらと思います。また元気な

姿でお会い出来る日を楽しみにしております。（東山　楓）
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活
躍
す
る
同
窓
生

活
躍
す
る
同
窓
生

Q
　
在
学
中
の
思
い
出

　

北
見
市
で
行
っ
た
保
健
師
の
地
域
実
習
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
友
人
と
空
き
家
を
借
り
、

電
化
用
品
を
レ
ン
タ
ル
し
生
活
し
ま
し
た
。
か

な
り
古
い
家
で
実
習
先
の
職
員
か
ら
は
、
若
い

娘
二
人
で
防
犯
上
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
人

た
ち
は
全
く
気
に
せ
ず
、
日
々
の
実
習
を
語
り

合
い
、
週
末
は
お
出
か
け
し
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
健

師
が
、
緊
張
す
る
私
に
訪
問
の
心
得
の
中
で
、

『
私
は
、
訪
問
に
行
く
と
、
こ
の
家
は
ど
こ
に
お

菓
子
を
入
れ
て
い
る
の
か
な
～
と
想
像
す
る
の
』

と
実
習
生
を
和
ま
す
話
を
し
て
く
れ
た
の
が
三

十
年
た
っ
た
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
考
え

る
と
、
対
象
者
の
暮
ら
し

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Q
　
在
学
中
の
担
任
の
先
生

　

白
井　

英
子
先
生
で
す
。

Q
　
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　

卒
業
以
来
、
訓
子
府
町

役
場
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
十
年
前
か
ら
、
町
直

営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
属
さ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
支
援
専
門
員
と

Q
　
在
学
中
の
思
い
出

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
、
ど
の
ク
ラ
ス
の
合
唱
も
上
手
で
し
た

し
、
選
曲
も
良
か
っ
た
で
す
。
他
に
も
、
ミ
サ

や
朝
の
会
で
も
、
歌
う
機
会
が
多
か
っ
た
で
す

ね
。

　

ま
た
、「
初
心
者
歓
迎
」
で
入
部
し
て
始
め
た

お
琴
、
箏
曲
部
の
定
期
演
奏
会
前
に
、
栄
養
科

の
部
員
が
作
っ
て
く
れ
た
ご
飯
を
食
べ
て
み
ん

な
で
遅
く
ま
で
練
習
し
た
り
、「
試
験
は
や
り
直

し
が
き
く
け
ど
、
演
奏
会
は
や
り
直
せ
な
い
」

と
演
奏
会
の
練
習
を
優
先
し
た
り
…
…
仲
間
に

も
恵
ま
れ
て
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
す
。

Q
　
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　

卒
後
、
J
R
札
幌
病
院
に
就
職
し
、
社
員
の

健
康
管
理
部
門
で
保
健
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
J
R
北
海
道
社
員
の
健
康
管
理
を
、
産
業

医
・
保
健
師
・
作
業
環
境
測
定
士
・
事
務
職
と

協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
全
道
に
あ
る
職
場

へ
の
職
場
巡
視
、
健
康
相
談
、
特
定
保
健
指
導

の
実
施
や
、
会
社
や
健
保
組
合
と
協
働
し
て
健

康
経
営
に
向
け
て
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
運
輸
業
な
ら
で
は
の
健
康
管
理
（
医
学
適

性
検
査
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
）
や
、

泊
ま
り
勤
務
や
乗
務
員
な
ど
の
不
規
則
勤
務
、

工
場
な
ど
で
の
有
害
業
務
（
有
機
溶
剤
・
騒

音
・
振
動
な
ど
）、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
喫
煙
対

し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
り
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
の
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
生
き
方
、
考
え
方
、
家
族
の
関
係
等
、
仕

事
を
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
高
齢
者
や
そ
の
家
族

か
ら
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Q
　
お
仕
事
や
日
々
の
中
で
、
天
使
の
学
び
が
役

立
っ
て
い
る
こ
と
と
感
じ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

新
人
保
健
師
の
こ
ろ
は
、
助
産
師
の
実
習
で

学
ん
だ
こ
と
が
母
親
教
室
を
実
施
す
る
際
に
と

て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

同
窓
生
や
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
は
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
お
元

気
で
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
今

し
か
で
き
な
い
活
動
を
大
切
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

策
、
そ
し
て
十
八
歳
か
ら
退
職
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
へ
と
、
社
員
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
に
、
そ
し

て
健
康
に
働
い
て
い
け
る
よ
う
、
様
々
な
健
康
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ

の
職
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

病
院
内
で
は
白
衣
で
す
が
、
職
場
巡
視
の
時

は
ス
ー
ツ
に
着
替
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
や
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

な
か
な
か
収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い

ま
す
ね
、
ご
自
分
や
家
族
、
職
場
で
の
感
染
対

策
を
し
つ
つ
、
ま
だ
気
は
抜
け
ま
せ
ん
が
気
を
付

け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

同
窓
生
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
話
を
聞
く
と
、

自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
同
期
の
み
ん

な
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
？　

ビ
ミ
ョ
ー
な

（
？
）
お
年
頃
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
お
互
い

元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　

在
校
生
の
み
な
さ
ん
、
コ
ロ

ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ
と
制
限
が

あ
っ
て
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
色
々
な
こ
と
を
見
て
聞
い

て
感
じ
て
、
す
こ
し
で
も
た
く

さ
ん
体
験
し
て
い
っ
て
も
ら
え

た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
体
に
気

を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
里
　
和
美

短
大
衛
生
看
護
学
科
四
十
期

専
攻
科
二
十
五
期

宮
本
　
貴
子

短
大
衛
生
看
護
学
科
四
十
六
期

専
攻
科
三
十
一
期
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助
産
研
究
科
一
年

�

I
・
Y
さ
ん

　

こ
の
度
は
天
使
大
学
同
窓
会

の
奨
学
金
に
よ
る
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
生
活
費
に
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
勉
学
に
集
中
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
理
想
の
助
産
師
を
目
指

し
て
座
学
に
実
習
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栄
養
学
科
三
年
　
T
・
M
さ
ん

　

こ
の
度
は
奨
学
金
に
よ
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
支
援
の
お

か
げ
で
、
日
々
の
授
業
や
実
習

に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
貴
会
か
ら
の
ご

支
援
を
励
み
に
、
人
の
健
康
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
栄

養
士
を
目
指
し
、
精
一
杯
の
努

力
を
継
続
し
ま
す
。

看
護
学
科
二
年
　
T
・
M
さ
ん

　

貴
会
か
ら
の
給
付
奨
学
金
の

お
か
げ
で
学
業
に
専
心
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
会
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
勤

し
み
、
看
護
師
と
し
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
科
三
年
　
S
・
K
さ
ん

　

こ
の
度
は
貴
会
の
給
付
奨
学

金
に
ご
採
用
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

貴
会
か
ら
の
ご
支
援
の
お
か
げ

で
、
長
期
間
に
わ
た
る
臨
地
実

習
を
乗
り
切
り
、
勉
強
に
一
層

集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

看
護
学
科
三
年
　
N
・
Y
さ
ん

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
こ
の
度

は
採
用
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
学
業
に
専
念
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
理

想
と
す
る
看
護
師
に
な
る
た

め
、
天
使
大
学
で
よ
り
一
層
学

業
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

奨
学
金
受
給
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

奨
学
金
受
給
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
、
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
事
業
目
的
の
一
つ
で
あ
る
“
在
校
生
へ
の
支
援
”
の
か
な

め
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度

給
付
型
奨
学
金
制
度

厚
生
科
四
期

近
藤
潤
子
さ
ん

（
天
使
大
学
名
誉
教
授
）

令
和
四
年
秋
の
叙
勲

旭
日
中
綬
章
　
受
章

令
和
四
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
　
受
章

看
護
科
二
十
七
期
　
専
攻
科
十
二
期

中
村
敦
子
さ
ん

（
元
天
使
病
院
看
護
部
長
）

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
三
日
に
発
令
さ
れ
た
令
和
四
年
秋
の
叙
勲

に
お
い
て
、
近
藤
潤
子
理
事
が
旭
日
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

旭
日
章
は
、
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
け
る
功
績
の
内
容
に

着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
勲
章
で
す
。

　

近
藤
理
事
は
、
一
九
六
二
年
八
月
に
天
使
女
子
短
期
大
学
講

師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
の
六
十
年
間
、
看
護
教

育
や
助
産
師
教
育
に
従
事
し
、
学
校
法
人
天
使
学
園
理
事
長
を

十
年
、
天
使
大
学
学
長
を
十
年
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
に

お
い
て
、
日
本
看
護
科
学
学
会
理
事
長
、
日
本
私
立
看
護
系
大

学
協
会
会
長
、
全
国
助
産
師
教
育
協
議
会
会
長
、
日
本
助
産
学

会
理
事
長
、
日
本
助
産
師
会
会
長
、
国
際
助
産
師
連
盟
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
代
表
理
事
等
を
歴
任
し
ま
し
た
。
海
外
に
お
い
て

も
、
国
際
協
力
事
業
団
（
現
国
際
協
力
機
構　

J
I
C
A
）
で

エ
ジ
プ
ト
を
中
心
に
パ
ラ
グ
ア
イ
等
に
お
け
る
様
々
な
調
査
団
の

団
長
及
び
技
術
協
力
専
門
家
と
し
て
活
動
し
、
看
護
師
・
助
産

師
業
務
の
質
を
高
め
、
そ
れ
ら
の
教
育
の
向
上
に
尽
力
し
た
功

績
が
称
え
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
私
が
？
」
と
い
う
驚
き
が
最
初
の
率
直
な
感

想
で
す
。
新
聞
の
「
叙
勲
」
欄
に
自
分
の
名
前
が

あ
る
こ
と
も
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
が
、

五
月
十
日
の
伝
達
式
で
よ
う
や
く
喜
び
と
実
感
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
お
祝
い

の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
大
変
光
栄
で
し
た
。
中
で

も
、
新
聞
記
事
を
見
た
昔
の
仕
事
仲
間
か
ら
数
十

年
ぶ
り
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

私
が
こ
の
よ
う
な
名
誉
な
勲
章
を
い
た
だ
け
た

の
は
「
め
ぐ
り
合
わ
せ
」
で
す
。
四
十
年
以
上
看

護
師
と
し
て
医
療
に
従
事
し
、
地
域
や
看
護
協
会

の
活
動
に
も
長
く
携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、

ま
た
看
護
師
と
い
う
職
業
を
こ
う
い
う
形
で
評
価

い
た
だ
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

看
護
師
は
目
の
前
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
た

め
に
力
を
尽
く
す
仕
事
で
す
。
時
に
は
辛
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
喜
び
を
見
出
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
に
は
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
力
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
受
章
が
、
看

護
師
と
し
て
働
く
皆
さ
ん
の
励
み
に
な
れ
ば
、

こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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「タキさんの店」開催「タキさんの店」開催 同窓会福祉部理事　池田由喜江同窓会福祉部理事　池田由喜江

　今年度も昨年同様に新型コロナウイルスの影響で生活に困っている「ひとり暮
らし」の学生100名に対して、ささやかではありますが食糧支援を行いました。

天使大学同窓会によるひとり暮らしの学生に対する食糧支援について天使大学同窓会によるひとり暮らしの学生に対する食糧支援について

　物資は葦の会の学生から意
見を聴き、購入いたしました。
　尚、栄養科の同窓生より、
後輩の為に活用してくださいとのご遺志も含まれております。
心より感謝申し上げます。

　まずは同窓会の皆様、今回はもちろんですが、これま
でを通した食料支援について一人暮らしの学生を代表
してお礼申し上げます。

　私は天使大学への進学を機に一人暮らしを始め、今年で2年目になります。周囲の一人暮らしをしている学生と話
していると、この2年で物価高騰に加えて、光熱費の値上がりなど経済的に厳しい状況を強いられているとの声を聞
きます。このような経済状況の中でお米や麺類と言った確実に購入する主食の提供は直接的に経済的負担を軽くして
くれるありがたい支援でした。また私自身は炊飯器のスイッチの押し忘れをよくしてしまい、朝ごはんを食べずに学
校に行くこともあったので、すぐ食べることのできるパックご飯は特に嬉しかったです。
　大学生活を送る上で同窓会からの食料支援は非常に大きな存在になっています。同窓会の皆様の支援をもとに、
残りの大学生活を送っていきたいと思います。ありがとうございました。

支援物資内容支援物資内容

食糧支援のお礼の言葉食糧支援のお礼の言葉　看護学科 2年　三好凌太郎看護学科 2年　三好凌太郎

米2kg、パックご飯、レトルト食品（中華
丼・親子丼・カレー・ミートソース等）、イ
ンスタント麺、乾燥スープ（コーン・ポ
タージュ）、味噌汁、パスタ500g、味付け
海苔等です。

　葦の会との交流会を4回開催しました。同窓会総会時のお手伝い
と新校舎案内を葦の会の学生にお願いし、同窓生より好評を得まし
た。また、天使祭では、タキさんの店出店と学生に浴衣の着付けの
お手伝い、同窓会賞の提供などを行いました。さらに、12月の体育
祭には、飲料水とクラス対抗の優秀チームへの賞品提供を行いまし
た。学生が閲覧できるT-NAVIに「ぷらたなす」を掲載させていた
だき、閲覧可能としました。会報誌「ぷらたなす」を通して同窓会
へ関心を持っていただきたいと考えております。

校友育成（葦の会交流会）校友育成（葦の会交流会）

6 月 10 日天使祭でタキさ
んの店を出店しました。

7月4日校友育成「葦の会」
役員との交流会

天使祭同窓会賞の授与式

12月 12 日体育祭
（きたえーる）

　 2022年6月9日の天
使 祭 で 学 生 達 に

「タキさんの店」のPRも兼ね手作りケーキ
をプレゼントしました。販売の際、PCR検
査を実施し参加しました。ケーキ引換券と
交換の方式で12時過ぎから2時間程度で約
400個のケーキはあっという間に無くなり
ました。色々なケーキを前に悩む学生の姿
が微笑ましかったです。開催の希望が数多
く聞かれ、今後は定期的な開催が出来るこ
とを願っています。

　2022年12月15日にも、「タキさんの店」を開催す
ることができました。学生からの要望に勇気をも

らい、福祉部部員一同大喜びで待ちに待ったケーキ焼きでした。
当日は、朝8時から学生5人・部員14人の総勢19人で緊張の中ケー
キ焼きを行い、賑やかで楽しい時間を過ごしました。販売時は長
い行列ができ、安堵の気持ちでいっぱいになりました。対面での
学生との触れ合いは、同窓という強い絆で繋がっていると感じま
した。「タキさんの店」の歴史を今一度思い起こし、今後もこの伝
統を引き継いでいきたいと思います。2023年も6月の天使祭、また
年に数回のケーキ販売を目標にしています。参加ご希望の有志の
皆様は是非ご一報くださいませ。

6月開催（天使祭）6月開催（天使祭） 12月開催12月開催
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2021年度一般会計収支決算書　自2021年4月1日　至2022年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘　　　　要

前年度繰越金 4,066,495 4,066,495 0 北洋銀行一般会計　
普通預金、現金

1．会費収入

　①入会金 9,650,000 9,650,000 0 2021年3月卒業生　
＠50,000×193名分

　②賛助金 900,000 1,358,000 458,000 ゆうちょ振替口座入金458人　
現金9人　合計467人

2．雑収入
　①福祉委員会 100,000 30,100 ▲69,900 タキさんの店収益金
　②受取利息 100 73 ▲27 一般会計普通預金利息
　③寄付金 0 0 0
　④ストラップ販売 0 0 0
4．総会懇親会費 0 0 0

合　　　計 14,716,595 15,104,668 388,073

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 差 引 額 摘　　　　要

1．一般管理支出
　①総会費 700,000 46,770 653,230 中止事務通信費、作業交通費等
　②会報誌発行費 2,000,000 1,430,841 569,159 「ぷらたなす」57号発行・発送費
　③クラス幹事通信助成費 80,000 15,520 64,480

　④同窓会入会式費 700,000 573,612 126,388 記念品（印鑑付ノックペン作成費、ストラッ
プ、文房具等）　お弁当代

　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 72,272 127,728 会議費・交通費　6回開催
　　・常任理事会費 100,000 53,436 46,564 会議費・交通費　8回開催
　　・支部長会議費 200,000 193,759 6,241 11/27開催　11名出席
　　・クラス幹事・代議員会費 150,000 158,926 ▲8,926 11/27開催　36名出席
　　・ 役員候補推薦・選挙管理委

員会費 0 0 0

　　・その他会議費 300,000 33,767 266,233 定期外の開催会議費、交通費、葦の会交流会交
通費等

　⑥通信費 600,000 339,337 260,663 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費
幹事宛会員名簿返・送付レターパック（400枚）代

　⑦交通費 100,000 4,680 95,320 総会中止対応等交通費、その他
　⑧消耗備品費 500,000 473,286 26,714 事務用品・用紙等代、コピー機リース料、コピーカウント料
　⑨印刷費 100,000 59,510 40,490 会則増刷、長3封筒印刷
　⑩慶弔費 100,000 66,000 34,000 大学行事のスタンドフラワー代
　⑪支払報酬費 1,000,000 521,380 478,620 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 99,660 340 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 120,000 92,111 27,889 HPサーバ更新・管理料（2022年度前払分）
　⑭雑費 21,595 550 21,045 残高証明書発行手数料
　⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室使用
2．各支部事業助成 1,500,000 171,419 1,328,581 オホーツク支部、空知支部
3．各委員会活動支出
　①庶務委員会 30,000 13,250 16,750 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 20,000 9,489 10,511 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 3,642 16,358 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 18,843 1,157 活動打合せ費・交通費・USB購入費
　⑤研修委員会 5,000 0 5,000 活動打合せ費・交通費
　⑥福祉委員会 100,000 54,417 45,583 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 50,000 1,824 48,176 活動打合せ費・交通費
　⑧特別委員会 50,000 22,945 27,055
4．寄付金支出　 500,000 500,000 0 令和3年台風9号等大雨災害義援金
5．学生活動助成金　 800,000 478,862 321,138 コロナ禍困窮学生支援、大学祭助成　他
6．積立金支出　
　　・事業準備積立金 3,000,000 3,000,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・大学記念事業積立金 0 0 0
　　・奨学金積立金 500,000 500,000 0 北洋銀行奨学金事業部普通預金
7．未払金　 150,000 50,000 100,000 2016年入学者1名　退学
8．予備費　 600,000 15,200 584,800 録音用ICレコーダー、パート事務契約終了菓子

合　　　計 14,716,595 9,375,308 5,341,287

2022年度繰越金　　収入合計15,104,668－支出合計9,375,308＝5,729,360
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一般会計財産目録　　2022年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産　一般会計
　　現金 101,273
　　預貯金
　　北洋銀行普通預金 5,628,087
　　郵貯銀行振替口座 589,083 6,318,443
　流動資産　事業積立金
　　北洋銀行事業準備積立定期預金 55,195,799
　　北洋銀行大学事業積立定期預金 2,000,289

57,196,088
　　　流動資産合計 63,514,531
　固定資産 0
負債の部
　流動負債 0
　固定負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 63,514,531
※事業準備積立金　預金利息　923円　含む

特別会計Ⅰ（奨学金）財産目録　2022年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産
　　預貯金
　　　北洋銀行普通預金 14,896,261
　　　流動資産合計 14,896,261
　　　　資産合計 14,896,261
負債の部
　流動負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産　 14,896,261

2021年度特別会計収支決算書
自2021年4月1日　至2022年3月31日

2022年度繰越金　　収入合計15,704,621円－支出合計808,360円＝14,896,261円

2022年度繰越金　　収入合計51,773,433円－支出合計9,750,000円＝42,023,433円

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要
前年度繰越金 15,129,494
奨学金事業繰入収入 500,000
貸与金返金 75,000 奨学金貸与者返金　1名
受取利息 127

合　　　計 15,704,621

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

前年度繰越金 41,472,940 北洋銀行普通・
定期預金

入会金収入 10,300,000
2021年4月入学生
入会金　@50,000
×206名

受取利息 493 北洋銀行前受金
普通・定期預金

合　　　計 51,773,433

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要

給付型奨学金
支出 808,360 給 付 者　 ＠100,000

×8名・送金手数料
合　　　計 808,360

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

2021年度
一般会計収入
繰入れ

9,650,000
2017年 度 入 学 生

（2020年3月卒業）
入会金　＠50,000
×193名分

退学者入会金
返金 100,000

2018年 入 学1名・
2019年入学1名
＠50,000×2名分

合　　　計 9,750,000
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特別会計Ⅱ（前受金）財産目録　2022年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資　産　の　部
　流動資産
　　　北洋銀行普通預金 10,472,141
　　　流動資産合計 10,472,141
　固定資産
　　　北洋銀行定期預金 31,551,292
　　　固定資産合計 31,551,292

資　産　合　計 42,023,433
負　債　の　部
　負　　債 0

負　債　合　計 0
前受金（入会金）内訳
　①2018年度入学生（215人） 10,750,000
　②2019年度入学生（198人） 9,900,000
　③2020年度入学生（211人） 10,550,000
　　④2021年度入学生 （206人） 10,300,000
　　前受金合計 41,500,000

正　味　財　産 42,023,433

2022年度特別会計予算
自2022年4月1日　至2023年3月31日

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 14,896,261
奨学金事業繰入収入 500,000
受取利息 150

合　　　計 15,396,411

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 42,023,433

入会金収入 11,550,000
2022年4月入学生
入会金＠50,000
×231名

受取利息 500
合　　　計 53,573,933

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金給付支出 800,000 給付者＠100,000
×8名　予定

合　　　計 800,000

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2022年度
一般会計収入
繰入れ

10,750,000
2018年度入学生
（2021年3月卒業）
入会金＠50,000×
215名分

合　　　計 10,750,000

2022年度一般会計予算
自2022年4月1日　至2023年3月31日

【収入の部】� （単位：円）
科　　　　　目 前年度予算額 2022年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　会費収入
　①入会金 9,650,000 10,750,000 1,100,000 2021年3月卒業生　＠50,000×215名分
　②賛助金 900,000 1,000,000 100,000
2　雑収入
　①福祉委員会 100,000 100,000 0 タキさんの店収益金
　②受取利息 100 100 0 一般会計普通預金利息
4　前年度繰越金 4,066,495 5,729,360 1,662,865 北洋銀行一般会計普通預金、現金

合　　　　計 14,716,595 17,579,460 2,862,865
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【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 前年度予算額 2022年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 700,000 500,000 ▲200,000 交通費・日当・茶菓他

　②会報誌発行費 2,000,000 2,500,000 500,000
「ぷらたなす」58号発行・発送費、役員改
選選挙公報　
役員改選選挙公報、ぷらたなす58号発行　
役員改選選挙公報

　③クラス幹事通信助成費 80,000 80,000 0

　④同窓会入会式費 700,000 1,000,000 300,000 記念品（印鑑付ノックペン）作成費　入
会式お弁当代　ストラップ代

　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 250,000 50,000 会議費・交通費・日当
　　・常任理事会費 100,000 150,000 50,000 会議費・交通費・日当
　　・支部長会議費 200,000 250,000 50,000 会議費・交通費・日当
　　・クラス幹事・代議員会費 150,000 250,000 100,000 会議費・交通費・日当
　　・役員候補推薦・選挙管理委員会費 0 100,000 100,000

　　・その他会議費 300,000 300,000 0 定期外の開催会議費・交通費・日当
学生との交流会等

　⑥通信費 600,000 600,000 0 ひかり通信（電話等）、郵送費、幹事宛会
員名簿送付レターパック、USB代、

　⑦交通費 100,000 100,000 0 会議等出席交通費・日当等

　⑧消耗備品費 500,000 500,000 0 事務備品（PCリース）・事務用品・用紙等
購入費等

　⑨印刷費 100,000 500,000 400,000 会則、細則、封筒印刷代、

　⑩慶弔費 100,000 100,000 0 大学行事のスタンドフラワー代、会員弔
電料等

　⑪支払報酬費 1,000,000 1,000,000 0 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 100,000 0 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 120,000 120,000 0 HPサーバ更新・管理料（次年度前払分）
　⑭雑費 21,595 99,460 77,865 残高証明書発行手数料・送金手数料
　⑮同窓会室等使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2　各支部事業助成 1,500,000 1,500,000 0 支部・ブロック活動等
3　各委員会活動支出
　①庶務委員会 30,000 40,000 10,000 活動費・交通費・日当
　②会計委員会 20,000 30,000 10,000 活動費・交通費・日当
　③広報委員会 20,000 20,000 0 活動費・交通費・日当
　④会員組織委員会 20,000 30,000 10,000 活動費・交通費・日当
　⑤研修委員会 5,000 0 ▲5,000
　⑥福祉委員会 100,000 100,000 0 活動費・交通費・日当
　⑦事業委員会 50,000 50,000 0 活動費・交通費・日当
　⑧特別委員会 50,000 60,000 10,000 活動費・交通費・日当
4　寄付金支出
 　　・災害義援金 500,000 500,000 0

5　学生活動助成金 800,000 1,000,000 200,000 学生ボランティア・校外活動助成、海外
研修助成金、体育祭時飲物代等

6　積立金支出
　　・事業準備積立金 3,000,000 4,000,000 1,000,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・奨学金積立金 500,000 500,000 0 北洋銀行特別会計Ⅰ奨学金事業普通預金
7　未払金 150,000 150,000 0 退学者入会金返金予定
8　予備費 600,000 800,000 200,000 PC、台車

合　　　　計 14,716,595 17,579,460 2,862,865

2022年度一般会計予算
自2022年4月1日　至2023年3月31日
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連
絡
に
つ
い
て

連
絡
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

ぷ
ら
た
な
す
五
十
八
号
の
発
行
に
あ
た

り
、
ご
多
忙
の
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
広
報
誌
の
発
行
を
通
し
て
、
多
く
の

同
窓
生
の
皆
様
や
在
校
生
の
皆
様
と
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

天
使
で
人
と
し
て
の
大
切
な
心
を
学
び
、

今
も
守
ら
れ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
天
使

大
学
と
同
窓
会
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。
広
報
担
当
：
澤
田
（
今

号
で
担
当
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
吉
田

同窓会総会のお知らせ同窓会総会のお知らせ2023
年度

会　場 	 天使大学 2号館3階講義室（2303）

	 札幌市東区北13条東3丁目1-30　

日　程  2023年5月13日（土）
  9：30～ 受付
 10：00～11：00 代議員会議
 11：00～12：00 役員選挙・ 総会

連絡先  天使大学同窓会室 
 TEL/FAX 011-712-1088
メール tenshi_dousoukai@lilac.plala.or.jp

※ 感染状況により中止もありえますので、ホームページをご確認ください。

　

日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
三

点
に
つ
い
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
．
賛
助
金

　

同
窓
会
は
、
新
会
員
か
ら
の
前
受
金
と
会

員
の
皆
様
の
賛
助
金
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
毎
年
「
ぷ
ら
た
な
す
」
に
振
込
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
振
込
の
際
は
、
卒
業
期
と
I
D

番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今

後
の
活
動
と
し
て
、
同
窓
会
の
組
織
づ
く
り

や
学
生
活
動
へ
の
支
援
（
活
動
費
の
補
助
・

奨
学
金
）
な
ど
に
力
を
注
い
で
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
か
ら
の
賛

助
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
．
ク
ラ
ス
幹
事
名
簿

　

ク
ラ
ス
幹
事
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
連
絡
が
取
れ
な
い
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
が

多
く
、
同
窓
会
活
動
へ
支
障
を
き
た
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
★
の
方
は
連
絡
が
取
れ
て
い
ま

せ
ん
。
同
期
の
方
で
連
絡
が
つ
く
方
は
、
是

非
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

3
．
弔
電
費
の
負
担

　

同
窓
会
を
代
表
し
て
弔
電
を
打
つ
場
合

は
、
三
千
円
を
同
窓
会
で
負
担
い
た
し
ま

す
。
弔
電
の
差
出
人
は
必
ず
「
天
使
大
学
同

窓
会
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
を
同
窓
会
会
計
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
お
支
払
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様


